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　The　 main 月avonoids （hyperoside，　 vitexin−2” −rhammoside ，　 vitexin ，　 jsoquercltrm，　 vitexin −2”−

rhamnoside −4” ，−acetyl ）in　leaves，　flowers　and 　f沁 its（pseudocarp ）of 　Cratae．gtts　spp ．　 were 　quan 一

旗 atively 　detcrmined　 by　 HPLC ．　 The 　 total　 amounts 　 of 月avono 三ds　 in　the 　leaves　 and 且owers

wcrc 　Iarge，　and 　those　in　the　frults〔pseudocarps ）were 　small ，　 Among 　the 】eaves 　of 　eight 　species

of　the 　genus 　Crataegus山 e　flavonoid　contents 　vacied 　considerably ，　Leaves　of　C．　monog アna

contained 　a　large　total　amount 　of 　flavonoids　and 　had　high　hyperoside，　 vitexin −2”−rhamnoside
and 　 vitexin −2” −rh   noside −4’” −acetyl 　 contents ．　 Vitexin−2”−rhamnoside −4 ” −acetyl 　 was 　 abscnt

in　the　leaves　of　the　other 　species 　tested，　 The　frujts〔pseudocarps）of　Crataegus　spp ．　 mainly

contained 　hyperoside　and 　isoquercitrin．　 Thc　medicinal 　preparations　of　Crataegtts　extracts 　were

負）und 　to　have　varieties 　total 且avonoid 　contents 　and 月avonoid 　compositions ．

　Keywords− Crataeglts　spp ．；flavonoid　content ；hyperoside； vitexin −2”−rhamnoside ；vitexin ；

isoquercitrln；vitexin −2” −rhamnoside −4” ’−acetyl

　生薬 「サ ン ザ シ」 は 日本 で は Crataegus　cuneata 　SIEB．　et　ZUcc 、（サ ン ザ シ ）また は C．　pinnatifida　BuNGE ．　var ，

ma ／or 　N 　E．　BROWN （オ オ ミサ ン ザ シ ）の 果実 （偽果）を そ の ま ま，ま た は 横切 した も の と され て い る
2 ）．中国 で は

「山 橙」 と言 わ れ ，山 里 紅 C ．pinnatifida　BUNGE ．　var ．　maior 　N ．　E 　BRowN （オ オ ミサ ン ザ シ ），山掩 C．　pinnatifida
BuNGE ．（オ オ サ ン ザ シ），野山笹 C．　cuneata 　SIEB，　et　ZuCc．（サ ン ザ シ ）を 基原植物と し て い るが他 に 数種の 同属

植物が一
部 の 地方 で 用 い られて い る

3 冫．「サ ン ザ シ 」 は 助消化剤 と し て 用 い られ る ほ か 血 管拡張作用 や抗菌作用 ， ア ル

コ
ール 代謝促進作用 が あ る と され る 3b・4，．　 u − P

ッ
パ で は 古 くか ら Crataegws　M の 葉や花，果実 （偽果）が高血圧や

心 不 全 の 治療 に 用 い られ，近年，こ れ らの ア ル コ
ール 抽出 エ キ ス に 含まれ る フ ラ ボ ノ イ ドが循環系に作用 し ， 心不全

に 効果があ る こ とが明 らか に され た 5）．

　Crataegus 属植物 は 種類が 多 く， 北半球 の 温帯地方に 広 く分布し 800〜900 種あ る と され る
6）．と くに 北米 に 多 い と

言わ れ る が，雑種 も多 く数は 確定 して お らず．実際に あ る の は 150〜200 種 で あ ろ うと言わ れ て い る
6）．ヨ ーロ

ッ
パ

で は Crataegus　ma植物 は 広 く観賞用 に 栽培 され ， イ ギ リス で は hawthorn と呼ばれ親 し まれて い る．（： oxyaeantha

L （セ イ ヨ ウ サ ン ザ シ ），C．　 monegyna 　JAC Ω．の 2種 が 多 く栽培 され て い る が ， 雑種 もで き中間型も多 く，日本で は
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これ らを総称して
t‘
セ イ ヨ ウサ ン ザ シ

”

と呼 ぶ こ とが多 い
6”・7）．日本 に 自生す る の は 3種で C．jozana　C ，　K ．　SCHNEID ．

（エ ゾサ ン ザ シ ），C．〃 maximowlczii 　C．　K ．　ScHNEID、（ア ラ ゲ ア カ サ ン ザ シ ），　 C ．　chtoresarca 　MAXIM ．（ク P ミ サ ン ザ

シ ） が北海道 と長野県 の
一

部に 見 られ るだけで あ る
6a）．入 手 した CrataegttS属 8種の葉に含有され る 5種の フ ラボ ノ

イ ドを指標 と して 各種間の 相違 に つ い て 検討 し た ．さらに 市場品 「サ ン ザ シ 」，「セ イ ヨ ウ サ ン ザ シ 」の 葉，花，果実

（偽果） お よび こ れ らの エ キ ス を 含有 す る製剤 に つ い て も フ ラ ボ ノ イ ドの 定 量 を 行 っ た．

実　験　の　部

　1．　 フ ラボ ノイ ド標準品

　Crataegus属に 含有 され る フ ラ ボ ノ イ ドに つ い て bt　Lamaison，
　Ficarra らの 報告

8）
を参考 に し，以下 の 標準品を 用

い た．Hyperoside （以後 HY と略す），　 vitexin ・2” −rhamnoside （VIR ），　 vitexin （VI），　 isoquercitrin（IS）は 各 々

市販品 （フ ナ コ シ 株式会社）を 用 い た．Vitexin−2” ・rhamnoside −4t” −acetyl （VIRA ） は 市場品 「セ イ ヨ ゥ サ ン ザ シ 」

の 葉 （ス イス ， 1991） の MeoH ニ キ ス か らら Nikolov らの 方法に 準 じて 単離 同定 した もの を用 い た 9）．
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Fig．1．　 Commcrcial　Crude 　Drugs 　of 　Crataegi　Fructus，
‘‘Sanzashi”（A ）and

　　　　
‘‘Seiyo−sanzash 量

’，
（B）

A1 ：GifU（China ，
1990），

　 A2 ： Nagoya （1989），　 B
鼠

B2 ：Hawthom 　Berry，　Tokyo （1991）．

： Switzerland　Basel（1990），
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D2 ，　Fruits　of　Crataegus 　
pinn

’

iY7da （ A ）and　Commercial 　Crude 　　　　Drugs ‘し
Niku − sanzashi ，，

B） A：

ina （199

v0 ），　B1 ：Gif

（sarcocarp ，1990 ），　B2：Nagoya（cut ， 1989 ） ， 　2・実験材料 　栽 培品及び野生 品 の葉 　

jCrataegus　cuneata　SIEB ．　 ct 　 Zucc ．（サソ ザ シ ） ：筑波薬用植物栽培試

場（1991年5月採取）， 　B）C ．pinnatifida 　BuNGE．（オ オサソザシ ） ：中 国 牡丹 江 地 区（1990 ．10 ） ． 　C）C．　pinna

fida 　BuNGE ．　var．　m

^or 　N．　E 　BRowN（オオミサ ンザ シ ） ： 中 国 牡 丹 江地 区（1990 ．10 ），＊ 東京大 学理学部

附 属植 物 園（1991． 5）． 　D）（

．　exyacantha 　L（セイヨウサソザシ）：東京大 学理学部附属植物園

（1991 ．5 ），＊ドイツ Leipzig（1

1

．

7
）

＊

B

anical 　Garden 　Copenhagen （199L　7
） ， ＊ 北海道林業試験場道南支場（1

1，9）． ）））） EFGHC ． monogyna 　JAC Ω．：フラン！ス（

91 ． 7 ），ス イス Basel（1991．7 ）． C．sanguinea 　PALL （ べ ニ サソザシ）：中国牡 丹江地区（1990．

）． C．maximowiczii 　C ．　 K． 　 SCHN ．（アラゲアカサンザシ， オオバサンザシ）：

国牡丹江地

（ 1990 ． 10 ） ． C ． ノozana 　 C　K 　
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Fig．3．　 Commercial　Crロde　Drugs　Crataegi　Follum跏 d　Flos，“ Seiyo・sanzashi ”

A ：Leaves　and 　Howcrs　of （7rataeg”s　spp ．，Osaka （1990）、B ： Flowers　of 　Crataegus

SPP ．，　Tokyo （1991）．

　 1）　＊C．× ruscinonennsis 　GREN ．＆ BLANc ＝＝ ご．　azarolus 　×　C．　monegyna （フ ラ ソ ス
， 1991，7）．

　 ＊ ：各々 こ の よ うに 称さ れ る もの を 入手した が 花や果実 （偽果）が無く断定 は で ぎなか っ た．

　栽培品及び 野生品 の 果実 （偽果）

　 J） （r．pinnatifida　BuNGE ．（オ オ サ ソ ザ シ ）： 中国牡丹江地区 （1990．　10）．

　K ） C．pinnatifida　BuNGE ．　var ．　 ma ／or 　N 　E．　BRowN （オ オ ミサ ソ ザ シ ）： 中国牡丹江地区 （1990．10），

　市場品

　L ） サ ソ ザ シ ，山 笹子 ：大阪市場 品 （N 薬品，1990年入 手），名古屋 （M 薬業 ， 1991，1991，19q），1990，1990，　1989，

1989），岐阜薬大標本 （中国産 1990， 中国江西産1990， 中国湖南産 1988， 中国広東産 工983）．

　M ）　肉山 笹子 ；刻み ，名古屋 （M 薬業 ，1989，　1988，1988），果 肉，岐 阜薬大標 本 （日本産1990，目本産1990）．

　 N ）　 セ イ ヨ ウサ ン ザ シ 果実 （Crataegi　 Fructus，　 hawthorn 　 berry）： 東京 （1991），
ス イ ス Basel （1991）， 大 阪

（N 薬品，1990），旧 ソ連 （北海道薬大，1991）．

　0 ） セ イ ヨ ウサ ン ザ シ 葉 （Crataegi　Foiium ，　hawthorn　leaf）：大阪（N 薬品，1990，　1990），ス イス Basel（1991）．

（159）
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旧 ソ 連 （北海道薬大，1991），名古屋 （M 薬業，1991）， 東京 （1991）．

　 P ）　セ イ ヨ ウ サ ソ ザ シ 花 （Crataegi　Fles，　hawthorn　flower）： 旧 ソ連 （北海道薬大．1991），大阪 （N 薬 品，
1990），東京 （1991）．

　 製剤

　 Q）　茶剤 ：tea　bag （ス イ ス S 社 ，
ス イス 産 ， 1991年入 手）

　R ） 錠剤 ：CG 錠 （S 株式会社 ， 旧西 ドイ ツ 産，1991），　CR （Z 薬品，1991），　 SZ 錠 （M 製薬 ， 1991），．　TI 錠

（KY 薬品工 業，1991），　 ML （KS 製薬，1991）．

　 S ）　顆粒剤 ： SS エ キ ス （T株式会社，中国産，1991），

　入 手 した 市場 品 「サ ン ザ シ 」 の ほ とん どは果実 （偽果） を 球形 の まま乾燥 した もの で，C ，　euneata を 基原 とす る と

考えられ る．切断 され た もの ， また は果肉 の み の もの は果皮 の 表面 に は ん 点状 の 皮 目があ る こ と よ り C・pinnatifida
ま た は C．pinnatifida 　var ，　 m αノer を基原 とす る と考 え られ る ．こ れ らは 「肉山 植子」 と表示 されて い た

2・3）
（Fig・　1，

2），セ イ ヨ ウ サ ン ザ シ 葉 に は 花やつ ぼ み が混在 し （Fig ．3），　 tea　bag は葉と花が 粗末 に され て い た．

　3． HPLC による フ ラ ボ ノ イ ドの 定量
8 ）

　試料溶液の 調製

　市場 品 「セ イ ヨ ウサ ソ ザ シ 葉」（ス イ ス Basel，1991）を細末として 水 ・McOH 混液を 抽出溶媒 と し，60〜70℃ に

加温 し て超音液 を あて 抽出効率を検討した．定量 に あた っ て は各試料粉末 200mg に 80％ MeOH 　5 エnl を加 え， 30

分抽 出 した 濾液 10pl を HPLC の 試料溶液 とした．各 フ ラ ボ ノ イ ド標準品 との ピ ーク面積比 に よ る絶対検量線法 で

定量 した．

　 HPLC 条件

　装 置 ：Waters 正C　510，
484 検出器 ，

712　WISP オ ートィ ン ジ ＝ ク タ
ー

；　column ： Unisil　Q　CIs　5μm 　4．6x250
mm ；mobile

　phase ： H20 −CH3CN −HCOOH （85 ： 15 ： 1）；column 　temp ．：45℃ ；fiow　 rate ： 1．5ml ／min ；de・
tectlon ： 360　nm （Fig ．4）．

」婦

1　3

0 10 20 30 40 5〔湘 1n．

Fjg．4．　HPLC 　Profile　of　Crataegi　Fo ！ium ‘‘Seiyo−Sanzashi”（Switzerland　Basel
，

　　　　 1991）
ユ： vjtexin ・2” −rhamnoside

，
2 ： vitex 量n ，3；hyperoside

， 4；isoquercitrin，5：vjtexin −
2” −rhamnoside −4”’−acetyl ； Column ： Unisil　Q　Cl臼 5 μrn 　4，6 × 250　mm

，
　 mobile

phase ：H20 −CH3CN −HCOOH （85：15：1），
　celumn 　temp ．：45℃ ，且ow 　rate ： 1．5　m 蓋1

min
，
　detection，360　nm ．

（160）
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Fjg．5．　The　Variation　of 　Flavonoids　Contents　in　the　Leaves　of 　Crataegus　spp ，

A ： Crataegus　cuneata （Tukuba ，
1991），

　 B ： C ．　p’nnatiVeda （China ，
1990），

　 C ： C ．

pinnatifida　yar ．　 m4jor （China ，
1990），　 D ： C ．　oxyacantha （Tokyo ，1991），　 E ： C ，

班 o〃鰓 ッηα （1： France
，
1991

，
2 ： Switzerland　Base1，1991），

　F ：C ．　sang 配inea（China ，

1990），G ： C ．　maximowiczii （China，1990），　H ：C．ノozana （Hokkaido，1991），1：the

other 　Crataegus　spp ．（1：Tokyo，1991，　2：Leipzig，199工，　3：Copenhagen，1991，
4 ：Hokkaido ，1991，5：France，1991），　see 　tho　text：VIRA ： vitexin −2” −rhamnoside −

4”’−acetyl
，
　 IS： isoquerc｛trin，　HY ： hyperoside，　 VI： vitexin，　VIR ： vitexin −2” −

rhamnoside ．

零

0
　
2

1．0

O　ABcDEFGH1J

匚コ VIRA

i　 ； ［sEZZIHYEZZVI

驪 v1R

Fig．6．　 Comparison　 of 　Flavonoids　Contents　of 　Crataegi　Folium 　and 　Flos ‘‘Soiyo−sanzashP
’

　　　　 （Crude 　Drugs ）

A −C ：Crataegus　fiowers，　 D −J： α α’aegus 　leaves　and 且owers ，　 A ； Osaka（1990），　 B ：Tokyo

（1991），C
，
　D ：old 　U ．　S．S．　R （1991，1991），

　E ：Osaka （1990），　F ：Switzerland　Base1 （1991），
　 G ：

Tokyo （1991），
　 H ；Osaka （1990），

1：Nagoya （1991），
　 J ：Switzerland （tea　bag

，
1991）； VIRA ：

vitexin−2”−rhamnoside4 ”’−acety1，　IS：iosquercitrin，　HY ：h｝
・peroside，　VI：vitexin，　VIR ：vitexin・

2”−rhamnoslde ．

結 果 及 び 考 察

　1。 Crataegus 属の葉の フ ラボ ノ イ ド

　定量 した 5種の フ ラ ボ ノ イ ド HY
，
　 VIR

，
　 VI

，
　 IS

，
　 VIRA の 含量の 合計 （以下総含量） は C．　 menogyna の 葉で 多

く約艮．5％で あ っ た．HY ，　VIR ，　VIRA の 含有率が高く，各 々 0．2〜O．　6％含有され て い た．定量 した （：rataegus 属 8

種 の うち VIRA を 含有す る の は こ の 種だ け で あ っ た．　 C 　pinnatifida，　 C．　pinnatifida　 var ．吻 卿 r，　 C．　oxyacantha の

葉に は HY
，
　 VIR が主 に含有され，　 C．　oxyacantha で は総含量 の うち VIR の 組成比率が高 か っ た．　 C．　 oxyacantha

と C，monogyna に 含有され る フ ラ ボ ノ イ ドに つ い て は Lamaison らの 報告とも一致した
Sa）。　 C．　cuneata は総含量

（161 ）
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Fig．7．　 Comparison　of 　Flavonoids　Contents　of 　Crataegi　Fructus も‘Sanzasbi”（Crude 　Drugs ）

A ：Osaka （1990），　B，　C，　E，　F ：GifU　Pharmaceutlcal　Univ．
，
　 stored 　 samp 【es （1990，1990，1988，

1983），
D

，
　G

，
　H

，
1

，
　J

，
　K

，
　L ： Nagoya （1990 ，

1989
，
1990

，
1991

，
1991

，
1989，1990）； Kl，　L1：sarco ・

carp
，　K2 ，　L2 ：d川 pe；VIRA ： vitexin −2” −rhamnoside −4’”−acety1

，
　IS：isoquercitrin

，
　HY ：hypero−

side，　VI：vitexin，　VIR ：vitexin ・2” −rhamnoside ．

　 髦

0．10

0．05

O
　 AI　　　A2　　　B　　　CI　　　C2　　　C3　　　C4　　　C5　　　DI　　　D2　　　D3　　　D4

［コ VIRA

匿圃 Is

囮 HY

嬲 VI

鬮 VIR

Fig．8．　Comparison 　 of 　Flavonoids　Contents　 of 　tbe　Fru量ts　of 　Crataegus　pinnatifida　and 　Cratacgi
　　　　 Fru 〔加 s （Crude 　Drugs ）

A ：α
・
ataegus 　pinnatifida（1：China，互990，2：China，1990），　B ：C．ρ加πα’哲跏 var ．〃κびo 厂 （China ，

1990），C ：Crataegi　frustus」‘N ［ku−sanzashi ，’
（1，

2
，
3：cut

，
　Nagoya

，
1989

，
19S8

，
1988

，
4

，
5 ： sarcocarp

，

Gifu　Pharmaoeutical　Univ ．，　stored　samples ，1990
，
1990），　D ：　Crataegi　fructus‘“Seiyo−sanzashi ”

（1；

Tokyo
，
1991，2：Switzerland　Basel

，
1991

，
3 ： 0saka

，
1990

，
4 ： 01d 　U ．　S．　S．R ．，1991）；VIRA ： vitexin −

2” −rhamnoside −4’” −acetyl
，
　IS： isoquercitrin

，
　HY ：hyperoside

，
　V1： vitexin ，　VIR ：vitexin−2” −rhamno −

sidc．

は低 い が IS の 組成比率が 高か っ た．　 C．　sanguinea ，　 C ．　 maximowiczii
，
　 C ．　iozanaの 葉 で は HY と VI が 主 に 含有 さ

れ ，
VIR と VIRA は 含有され て い な か っ た．基原植物を 断定 で きな か っ た 試料 に は 8 種の Crataegv属 とは フ ラ ボ

ノ イ ドの 組成が 異な っ た もの も見 られ た，C ．　monogyna と同 じ成分組成を示す試料 は 別 の 名称で 入 手 した が，葉の み

で 同定に は 至 ら なか っ た （Fig．5）．

　2． 市場品 「セ イ ヨ ウサ ン ザ シ 」 の 葉および 花 の フ ラボ ノ イ ド

　 「セ イヨ ウ サ ソ ザ シ 」 の 葉や花 は 茶剤 と して も市販され ， 葉 だ けで なく花やつ ぼ み が 混在 す る 試 料 が多 か っ た

（Fig．　3）．　 Fig．6 の A は つ ぼ み，　 B は 花，　 C は 花 とつ ぼ み ，そ の 他は 葉 に 花や つ ぼ み が 混在 して い た．5 種 の フ ラ ボ

ノ イ ドの 総含量は 1〜1．5％ で HY ，　V 凪 の 含有率が 高 く ， 花やつ ぼ み だ け の 試料で は HY が 1 ％近 く含有 されて い

た．ほ とん どの 試料 に VIRA が 含有 され て い た が，花や つ ぼみ の 試料 で は VIRA は 低 い 値 で あ り，旧 ソ連産 の 葉 に

は VIRA は 検出 されなか っ た （Fig．6）L

（162）
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Fig．9．　 Cornparison　of　Constituents　of　F］avonoids 　in　the　Medicaments 　of 　Crataegus

　 　 　 　 Extracts

A ： Tablets　 CG （S　Co ．　Ltd．），　 B ：Tablets　CR （Z 　Co．　Ltd．），　 C ：Tablets　SZ （M 　 Co．
Ltd．），

　D ：Tablets　TI （KY 　Co．　Ltd．），　 E ：Tablets　ML （KS 　Co．　Ltd．），　F ：Granules　SS
（TCo ．　Ltd．）；total　flavonoids　per　lOO　mg 　of　extracts　in　the　tab且ets ：A ＝0．24　mg

，
　B ＝

3，93mg ，　C ＝3．14mg ，　D ＝3．28　mg ，　E ≡4．08　mg ，　total　 flavonoids　 per　 IOO　mg 　 of

granules： F −・O．04　mg ； VIRA ： vitexin −2” ・rha   oside ・4”’−acety1 ，　 IS ： isoquercitrin，
HY ：hyperoside，　VI ： vitexin

，
　VIR ： vitexin −2” −rhamnoside ．

　3， Crataeg”S 属 の 果 実 （偽果） の フ ラ ボ ノイ ド

　果実 （偽果）で は 5種 の フ ラ ボ ノ イ ドの 総含量 は0．1％ に も達しな か っ た．「肉 山笹子」 と称され る市場品は 更 に低

い 値で あっ た．果 実 （偽果） に は 主 に HY ，　IS が 含有 され ， い ずれ も VIRA を含有せ ず，　 VIR も含有され な い か ご

くわ ずか 検 出 され た だ け で あ っ た．C．　 cuneata を 基原 とす る と考 え られ る
2・3）bl形 の 市 場 品 「サ ン ザ シ 」 は HY と IS

の 組成比が ほ とん ど同 じで あ っ たが （Fig．7），　 c．　pinnatifida や 「肉山債子」，「セ イ ヨ ウ サ ン ザ シ 」 で は HY の 組成

比率が 高か っ た （Fig ．8）．「サ ン ザ シ 」 を 果肉 と石核 に 分け る と果肉の 方が フ ラ ボ ノ イ ドの 総含量 は高か っ た （Fig．

7）．

　 3． サ ン ザ シ エ キ ス 含有製剤 の フ ラ ボ ノイ ド含量

　錠剤 は い ずれ も c．exyacantha ，　 C ．　monogyna 各 k の 葉 と果突 （偽果） を 混合 して 得 た乾燥エ キ ス を含有す る と明

記され て い た．エ キ ス 含量 は 1錠 中に 30　rng，また は 6錠中に 50　mg とされ ， フ ラ ボ ノ イ ド含量 は エ キ ス 100　mg

中の 量 （mg ） と して 比較 し た ．5 種の フ ラ ボ ノ イ ドの 総含量 に は 大差が見 られ，　HY と VIR の 組成比 も異 な っ て い

た が ， い ずれ の 錠剤に も VIRA が含有され て い た．フ ラ ボ ノ イ ドの 総含量 が 低 く， HY の 含有率 が 高い 場合 は 果実

（偽果）が多 く混合 され て い る こ とが，また ，VIR の 含有率が 高い 場合 は 葉 の 混合割合 が多 い こ とが 推測 さ れ る ．健

康食品 として 取 り扱 わ れ て い る顆粒剤 に つ い て は エ キ ス 含 量 が 低 く，VIR の み が 検出され た （Fig．9），

結 論

　CrataegUS属 に 含有 され る フ ラ ボ ノ イ ドは 葉や 花に 多 く含有 され ，果 実 （偽 果 ） に は 少 な い ，葉 の フ ラ ボ ノ イ ドは

種間 の 相違が大きく，種に よ り含有され る フ ラ ボ ノ イ ド が異 な っ た ．定量 した 8種の Crataegus属 の 葉 で は C．

monogyna の フ ラ ボ ノ イ ド含量が 高 く，他 の 種 で は 検出 されない VIRA を 含有 し て い た ．日本 で は C ．　 oxyacantha

と C．monogyna を
“
セ イ ヨ ウ サ ソ ザ シ

”
と総称 し て 混同 され て い る 場合 が 多 い が 6・7）

， 両 者 の 葉の フ ラ ボ ノ イ ドに は

明 らか な相違がみ られた．市場品 「セ イ ヨ ウ サ ン ザ シ」 の 葉で は c．monogyna と同 じ成分組成を 示すもの が多 い ．

果実 （偽果） を基原 とす る 市場品 「サ ン ザ シ 」，「肉山 笹子」， 「セ イ ヨ ウサ ン ザ シ 」 は い ずれ も HY
，
　 IS を 含有す る

が ，含量や組成比が 異なる ，CrataegUS 属 の 葉や 果実 （偽果） か らエ キ ス を 得 る 場合 ， こ れ らの 混合割合 や基原植物

に よ りフ ラ ボ ノ イ ドの 含有量や組成比が 異な る．CrαtaegUS 属植物 の エ キ ス が 臨床応用 され て い るが エ キ ス 含量 の み

な らず 成分組成 や基原 に つ い て も考慮す る必要 が あ る と思 わ れ る，
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物栽培試験場　酒井英二 技官 ， 東京大学理学部附属植物園　邑田仁先生，北海道薬科大学　鹿野美弘先生，実験 に 協
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